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 １本目は、「The Making of the Mainstream Discourse of Sex Education in Japan: The 
Role of a Japanese Periodical Sex Education Today (1972-1983)」（邦題仮訳「日本の性教育
の主要な言説の作られ方：「現代性教育研究」（1972−1983）の役割」）と題する広瀬論文であ
る。広瀬氏は、詳細な文献調査から、1972 年から 83 年にかけて日本性教育協会が発行した「現
代性教育研究」が、大戦直後の純潔な性教育から、その後の性科学に基づいた性教育へと転換
していく際に重要な役割を果たしたことを示している。  
 ２本目は、「Secular Changes in Body Height and Weight of Population in Japan since the 
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